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 近年、酸化物中に存在する酸素の一部を別のアニオン元素に置換することにより新規機能発現を

目指した材料合成が盛んに進められている。このような材料の一つとして SrTaO2Nがある。本物

質は酸窒化物として初めて強誘電性を示した物質である。この物質には窒素と酸素の位置関係に

より図１に示すようなトランス型とシス型の二種類の原子配列が存在する。両構造のうち、トラ

ンス型の結晶構造のほうが熱力学的に不安定であるが、強誘電

体的な性質を示すことは第一原理計算によって示されている。

また、エピタキシャル薄膜を用いて 2軸圧縮応力を印加するこ

とでトランス型構造が安定化することが提案されているが、薄

膜試料のアニオン配列を実験的に評価した例は少ない[1][2]。そ

こで、我々の研究室で開発している逆光電子ホログラフィー[3]

による窒素と酸素周辺の局所構造解析を行った。 

実験では、SrTiO3(100)単結晶基板上に窒素プラズマ支援 PLD

法で合成した SrTaO2N を試料として用い、2.5keV の電子

線で励起した酸素と窒素の Kα線を検出することにより

ホログラム測定を行った。観測されたホログラムを図２

に示す。実験ホログラムと理論計算によって得られたホ

ログラムを比較すると実線の円で示されるピークや点線

の楕円で囲まれている範囲のパターンが計算と実験値で

一致していることを確認した。酸素と窒素の Kα線を用い

たホログラムの間でこのようなパターンの差が観測され

たため、ピーク分離による異なる元素のホログラムを測

定することに成功したと考えられる。 
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図 1 SrTaO2におけるトランス・シス型

原子配列 

図 2 SrTaO２Nのホログラムパターンと

計算による比較。 
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